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令 和
７ 年 春

農
業
委
員
会
は
昨
冬
、
町
内
中
学
校
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
授
業
で
学
ん

だ
「
農
業
」
に
対
す
る
考
え
を
尋
ね
ま
し

た
。
対
象
は
２・３
年
生
計
５
３
３
人
。
集

ま
っ
た
回
答
か
ら
は
、
生
徒
た
ち
の
「
生

の
声
」
も
聴
こ
え
て
き
ま
す
。
農
業
に
対

し
て
今
抱
い
て
い
る
希
望
、
不
安
…
…
。

詳
し
く
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 私が思う｢農

業の未来｣

精華町農業委員会だより



　
町
内
の
小
中
学
校
・
南
山
城
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒
が
10
月
10
日
㈭
か
ら
31
日
㈭
に

か
け
て
、
各
校
近
隣
の
田
ん
ぼ
で
恒
例
の
稲

刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
農
家
か
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
稲
が
ひ
し
め
き
合
う
田
ん
ぼ
で

作
業
を
開
始
。
鎌
を
手
に
、
鈴
な
り
の
籾も
み

を

ま
と
っ
た
稲
穂
を
次
々
に
刈
り
取
り
、
田
ん

ぼ
に
は
一
面
、
休
息
の
時
季
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
山
田
荘
小
学
校
３
年
生
（
当
時
）
の
細
谷

紗
那
さ
ん
は
「
鎌
で
稲
を
刈
る
時
、
思
っ
た

よ
り
固
く
て
力
が
入
り
、
勢
い
良
く
刈
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
、
力
の
調
整
が
難
し
か
っ

た
」
と
、
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
精
華
町
良
質
米
出
荷
奨
励

事
業
補
助
金
は
、
２
等
米
を
出
荷
し
た
農
業

者
に
も
支
給
し
ま
し
た
。
前
年
を
上
回
る
猛

暑
の
影
響
を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

精
華
町
支
店
で
の
１
等
米
出
荷
数
量
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
１
袋
（
30
㎏
）
あ
た
り
の
助
成
単
価
は
次

の
通
り
で
す
。
▽
特
別
栽
培
米
（
１
等
）

６
０
０
円
▽
特
別
栽
培
米
以
外
（
１
等
）

５
０
０
円
▽
２
等
米
２
０
０
円

　
今
年
１
月
以
降
に
購
入
し
た
農
業
用
資
材

に
つ
い
て
、
購
入
費
用
の
半
額
（
上
限
５
万

円
）
を
助
成
し
ま
す
。
今
年
販
売
実
績
が
あ

る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。
受
け
付
け
は

８
月
か
ら
で
す
。
詳
し
く
は
町
広
報
誌
「
華

創
」
７
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

良
質
米
補
助
金
支
給
し
ま
し
た
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＜４人前＞
大根（葉付き） １本
じゃこ 50ｇ
だし汁 少々
砂糖 少々
しょうゆ 少々
いりごま 少々
サラダ油 少々

今夜の食卓 大根を食べつくす
❶大根の葉をゆでて５㎜ほどに切る。
❷❶をサラダ油で炒めて、じゃこを入れる。
❸ �❷をだし汁としょうゆで味付けし、汁を飛

ばす。
🅐🅐🅐厚めにむいた大根の皮を、幅５㎜ほどに切る。
🅑🅑🅑🅐🅐🅐を サ ラ ダ 油 で 炒 め、 だ し 汁・ 砂 糖・

し ょ う ゆ で 汁 気 が 無 く な る ま で 炒 め、 
いりごまを振る。

※ �皮をむいた大根は、煮物や味噌汁の具、ふ
ろふき大根、切り干し大根、サラダに利用
する。

 （農業委員・山本千惠子）

回数を重ねるうち、慣れた手さばきに

そ
よ
ぐ
瑞
穂
、

そ
よ
ぐ
瑞
穂
、
秋
の
歓
び

農耕作業車はナンバー

プレートの取得を

無断で田畑を別の物に
転用しないで！

相続で登記が変わったら

農業委員会にも届け出を

❶～❸の完成写真

chikamoto hiromitsu

富
農
・
近
本
家
の
再
生
へ

　
近
本
家
は
代
々
、
広
大
な
農
地
を
持
ち
、

地
域
の
農
業
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

兼
業
農
家
と
な
っ
た
父
・
賢
二
さ
ん
（
故

人
）
の
代
で
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
も
約

３
０
０
０
平
方
㍍
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
企
業
戦
士
だ
っ
た
近
本
さ
ん
は

「
勤
め
て
い
た
会
社
は
勤
務
時
間
が
長
い
反

面
、
休
み
が
月
に
10
日
以
上
あ
っ
た
の
で
、

そ
ん
な
日
に
父
か
ら
の
教
え
も
受
け
な
が
ら

耕
作
し
て
い
ま
し
た
」
と
追
憶
し
ま
す
。

田
畑
が
減
り
ゆ
く
世
の
中
で
、
兼
業
農
家
か
ら
専
業
農
家
へ
―
―
。
４
年
前
、
自
動
車
整
備
の
仕

事
に
終
止
符
を
打
ち
、
農
業
一
筋
の
人
生
を
歩
み
始
め
た
近
本
博
光
さ
ん
、
56
歳
。
農
業
衰
退
に

危
機
感
を
抱
き
農
場
を
守
る
男
の
生
き
様
に
迫
り
ま
す
。

鮮
や
か
転
身
、
耕
地
で
夢
追
う

　
し
か
し
、
当
時
の
農
耕
規
模
で
は
時
間
の

余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
役
場
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
北
稲
八
間
地
区
で
計
約

３
０
０
０
平
方
㍍
の
田
の
耕
作
者
を
募
っ
て

い
る
と
の
情
報
が
入
り
ま
す
。

工
具
を
耕
具
に
持
ち
替
え
て

　
さ
ら
に
、
耕
作
者
を
待
つ
田
に
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
続
け
た
近
本
さ
ん
。
所
有
農
地

と
合
わ
せ
て
約
３
万
２
０
０
０
平
方
㍍
に
ま

で
達
し
、
機
具
の
数
が
間
に
合
わ
ず
「
友
人

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
売
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
新

車
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
買
っ
た
り
し
ま
し
た
」。

　
や
が
て
「
こ
れ
だ
け
手
つ
か
ず
の
農
地

が
あ
る
の
な
ら
、
仕
事
に
で
き
る
の
で
は
」

と
、
会
社
を
退
職
。
朝
な
夕
な
田
畑
に
寄
り

添
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
日
々
が
始

ま
り
ま
す
。「
今
は
自
分
の
時
間
を
有
効
に

使
え
る
の
が
強
み
で
す
」。
久
御
山
町
で
は
２

年
間
、
ネ
ギ
の
栽
培
も
学
び
ま
し
た
。「
理

想
は
（
農
地
全
体
の
）
３
分
の
２
が
米
、
３

分
の
１
が
ネ
ギ
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
出
荷
し
た
作
物
は
Ｊ
Ａ
だ
け
で
な
く
、
奈

良
市
内
の
直
売
所
に
も
並
ん
で
い
ま
す
。

法
人
と
し
て
次
世
代
に
バ
ト
ン
を

　
農
業
に
挑
む
後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
「
独
自
の
も
の
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

人
の
助
言
も
聴
き
入
れ
た
ほ
う
が
、
孤
立
せ

ず
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
や
す
い
で
す
ね
」。

　
そ
う
語
る
優
し
い
眼
差
し
に
、
今
の
目
標

を
尋
ね
ま
し
た
。

　「
農
業
法
人
と
し
て
起
業
し
、
次
世
代
に

任
せ
て
い
け
る
形
を
作
り
た
い
」。

　
取
材
で
頂
い
た
名
刺
に
は
す
で
に
『
ち
か

も
と
農
園
　
近
本
博
光
』
と
、
そ
の
意
志
が

確
か
に
印
字
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（取材＝農業委員・石本晋也）

機械の整備までこなす近本さん
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農業経営と暮らしに役立つ 魅力いっぱい！農業者年金魅力いっぱい！農業者年金
加入できる人

 20歳から60歳で、
 国民年金の第１号被保険者で、
 年間60日以上農業をしている人
※�農地を持っていない農業者や、農業者の配
偶者 ･後継者など家族農業従事者もOK。

●申し込み・問い合わせ
　農業委員会事務局（℡ 0774-95-1903）

安心の積み立て方式♪

生涯、受け取れる♪

自由に保険料設定♪

大きな節税効果♪

地
方
面
に
は
身
近
な
情
報
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週
刊
、
購
読
料
月
700
円

申
込
は
農
業
委
員
会

事
務
局
95
―
１
９
０
３

全
国
農
業
新
聞

僧
坊
地
区
　
近
本 

博
光
さ
ん



※主要設問抜粋。回答者533人。○内数字は得票順。緑数字は票数。
▼親類の営農者や農業関係者＜複数回答可＞
　① 149 祖父・祖母
　②  46 親戚
　③  42 父・母
　④   3 兄や姉など
　※ 352 いない
▼これまでに農作業をした場所＜複数回答可＞
　① 479 学校
　② 174 家
　③  46 そのほか（親戚や親の勤務先の田畑、幼稚園の芋畑など）
　※  20 ない
▼農業に対する興味
　① 196 あまりない
　② 142 少しある
　③  98 まったくない
　④  47 どちらでもない
　⑤  33 分からない
　⑥  17 すごくある
▼農業生産物の重要性
　① 304 すごく大事
　② 147 大事
　③  36 どちらかと言えば大事
　③  36 分からない
　⑤   8 どちらでもない
　⑥   2 大事ではない
　理由

▼農業のイメージ＜５つまで回答可＞
　① 401 �私たちの食料を生産する大事な農業を、これからも守ってい

かなければならない。
　② 355 苦労の多い仕事だと思う。
　③ 168 �食料生産を行っているという農業は、誇りの持てる職業だと

思う。
　④ 152 機械化も進んでいるが手作業も多く重労働だと思う。
　⑤ 151 �農産物を育て販売することは、やりがいのある仕事だと思

う。
　⑤ 151 �最近多くなってきた天候異変や病虫害で、安定しない職業だ

と思う。
　⑦ 139 �時代に合った方法と工夫次第で、効率化と収入増ができると

思う。
　⑧ 124 �地域特産物や農業にまつわる伝統は、これからも受け継いで

いかなければならない。
　⑨ 118 �自然環境保全の立場からも農業は必要だと思う。
　⑩ 102 �地味なイメージがある。
　⑪  42 特にイメージがわかない。
　⑫   9 大学の農学部や農業大学校への進学を考えている。

農家が一生懸命に作っている。肉や魚では取れない栄養があ
る。日本産の農業生産物の方が品質が良い。� ほか

NO 農, NO LIFE. 町内中学校２・３年生対象農業アンケート結果

　⑬   6 �農業を志すためのいろいろなジョブカフェなどのサービスが
あることを知っている。

▼将来
　① 340 �今は考えていない。
　② 144 �場所は分からないが農業以外の仕事をしたい。
　　　　 理由
　③  22 家業は農業だが、辞めてほかの職業の仕事をしたい。
　　　　 理由
　④  10 場所は分からないが農業の仕事をしたい。
　　　　 理由
　⑤   7 兼業農家として、家業の農業を守っていきたい。
　　　　 理由
　⑤   7 家業の農業を継ぎたい。
　　　　 理由

　⑦   2 精華町内で自立して農業をしたい。
　　　　 理由
　⑧   1 精華町内で農業法人や農園に就職して仕事をしたい。
▼町内の農業についての思い
　・�精華町の農家さんが作ってくれた野菜や果物が給食で出たりする

が、とてもおいしい。だから私は農業や農業の仕事に興味はない
けど、これからも地域の農業を守っていくにはどうするべきか一
緒に考えたい。

　・�若者の農業離れが進んでいるのは、農業が安定しない職業だとい
うイメージがあるからだと思う。だから、国全体で農家に対して
の給付金や援助などに積極的に取り組んでいかないといけないと
思う。

　・�食料自給率を増やす取り組みを続けていってほしい。
　・�農業を知ることができるイベントをぜひ行ってほしい。
　・�人口が減っていても、地産地消を保てるようにしたい。
　・�機械よりも手作業が多いイメージがあって、大変そうだと思う。
　・�町内で作られた野菜はついつい買ってしまい、なぜか、よりおい
しく感じるからこれからも続いてほしい。

　・精華町でできる農業を伸ばしていく必要があると思う。
　・精華町の米のほうが、ほかの市販の米よりおいしい。
　・�10年後では今以上に機械が発達していると思う。農作業でドロー
ンを使う試みがあるし、一番大変な水の調整をしないでできて水
をあまり使わないお米もあるので、いろいろなことに少しずつ挑
戦していく必要がある。若者に農業をしてもらうために、もっと
農業のイメージアップが必要だと思う。

　・�農業自体は悪くないと思うけど、自動車の止め方がすごく迷惑な
時があるから周りのことも考えてほしい。

　・�農業をしてくれている人たちはありがたい存在だけど、あまり魅
力的な職業だとは思わない。

　・�農業は大変で収入も少ないから将来農業に就く人は減っていくと
思います。収入をもっと上げて欲しいです。

� ほか

虫が嫌。年収が低い。将来の夢がある。� ほか

※②と同様。

自然と触れ合うことに強い興味を持っている。� ほか

自分に農業は向いていないと思う。� ほか

家業はずっと続いているから自分の代でやめたくな
い。広い農地で父や祖父が頑張っている。� ほか

楽しそう。食べ物を育てるのが好き。

精華町農業委員会事務局　京都府相楽郡精華町大字南稲八妻小字北尻70番地（精華町役場３階）
TEL 0774-95-1903
令和７年３月発行　※本紙は町ホームページでも公開しています。

今の編集委員のメンバーで活動し、１年が経ちました。皆さんに興味を持ってもらえる ｢ホウジョウ｣ の発
行を目指していきますので、よろしくお願いします（^^）

地球環境に配慮し
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